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はじめに
　青木周弼が萩藩医として在勤するのは，西洋医として萩藩ではじめての藩内居住の藩医に
登用される天保１０（１８３９）年２月から文久３（１８６３）年１２月に萩江戸屋横町の自宅で病没するま
での四半世紀のあいだである。それは，アヘン戦争，アメリカ東インド艦隊の来航，馬関海
峡における攘夷実行といった萩藩にとっても激動の時代の幕開きの時期である。在勤中，周
弼は，西洋医として，同時にオランダ語に堪能な蘭学者として萩藩における蘭学の移植基盤
をととのえる。
　周弼が萩藩医として在勤する時期は， ３期に区分することができる。第１期は，周弼が，
新設された萩藩医学校の飜訳掛として原書の会読を担当するかたわら，異賊防禦のための飜
訳にたずさわる時期である。第２期は，西洋学所の萌芽である西洋書翻訳御用掛が設置され，
異賊防禦御手当掛の所轄になる弘化４（１８４７）年２月から好生館内に西洋兵学振興のために西
洋学所が設置される安政２（１８５５）年９月までの時期である。この時期には，周弼は萩藩医学
校の運営にかかわり，嘉永２（１８４９）年１０月以降の萩藩領全域における牛痘接種の実施により
西洋医学の臨床応用性が認知され，学科課程のなかに漢方医学課程のほかに，西洋医学の原
書課程と訳書課程を設置する。第３期は，周弼が御側医に任じられ，萩と江戸を往復しはじ
める安政２（１８５５）年８月以降の時期である。藩地の西洋学所における西洋軍事科学の導入が
進捗しないために，周弼は，安政５（１８５８）年３月に江戸桜田藩邸において萩藩に縁故がある
蘭学者を結集し，蘭書会読会を開催しはじめる。蘭書会読会は，過激な攘夷運動により孤立
化する萩藩の軍事部門をになう蘭学者の発掘の場となる。周弼は，同年１０月，御側医のまま
好生堂助教兼任を命じられ，ようやく萩藩の医療部門にもどり，萩藩医学校を西洋医学の教
育・研究機関に再編成し，幕末期の萩藩医学校の基盤を整備する。
　「西洋書は醫者より外に讀まぬものだ」１）という時代に，周弼は異賊防禦の職務をゆだねら
れる。本稿では，第１期において，周弼が，萩藩蘭学のパイオニアとして，どのような蘭学
の移植基盤をととのえたか考察する。
第１節　藩医登用の経緯
　青木周弼は，天保６（１８３５）年春，健康をそこね，郷里の大島郡和田村にかえり，医業にた
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ずさわる。門生もうけいれる。天保８（１８３７）年７月には，弟の研蔵や門生をひきつれ長崎に
おもむき，１年ほど滞在する。周弼は，天保１０（１８３９）年２月，一代雇の萩藩医に登庸され，
年米２５俵を支給されることになる。周弼が藩医に登庸される経緯について，門生の日野宗春
はつぎのように述べている２）。
長崎では周弼の事を神様のやうに思つて居つたので，非常に流行つて居る。彼のやうに
流行るのは，誰か，大嶋郡の者でございますと云ふので，御呼寄になつて二十五石で御
抱入になつた
　しかし，実際には，周弼が長崎におもむくまえから，周弼を萩藩医に登庸しようという動
きがみられる。それは，断片的ながら，周弼の伝記に所収される能美洞庵が周弼にあてた天
保８（１８３７）年１０月１６日付の書簡から窺い知ることができる３）。
貴兄一件，若何可レ然哉，御帖被レ下侯後，拙も種々思案工夫ニ罷居侯，内少々眞之極
密々ニ嗅キ侯事有レ之，兄醫學抜群之段，物筋ニ相聞ヘ達，上聞ニ御詮義相成侯樣子（後
略）
全く此擧，拙少しも口を付キ侯事ニ而は無レ之，坪井共近來頻りに御屋敷内病用ニも参，
彼是兄ノ評判，上通致侯事哉と相考申侯，いつも天道は正直ナル物，貴兄御心底ニ於て
ハ如何哉とも存侯得共，此一件，拙難レ有かり侯，事實ニ不レ堪扑舞侯，尤申入侯モ極密
事，決而御他言御無用ニ御座侯（後略）
　周防大島にひきこもった周弼は，旧師能美洞庵に書簡をおくり，今後の身の振り方につい
て相談する。１９世紀初頭以来，文化露寇事件，フェートン（Phaeton）号事件といった鎖国体
制をゆるがす深刻な問題をなげかける事件があいつぎ，諸藩は海防問題に対応するためにオ
ランダ語に堪能な蘭学者を物色していた。周弼が洞庵に相談をもちかけたのは，「醫學抜群」
の周弼もなんらかの打診をうけたからであろう。そのころ，坪井信道は門生の周弼の将来を
案じ，しばしば江戸の萩藩邸に診察に出かけ，「評判」どおり周弼の萩藩登庸が実現すると
考えている。
　書簡はつづく。
勿論無二此上一御面目事に侯得共，即今抜擢被二仰付一侯而は，忽チいつれぞ御悔宗顯同樣
ノ事ニ而，此餘研精育英等之御世話ノ樂も出來兼，且隨意ニ漫遊も御調兼侯事ト存侯故，
眞ノ内々拙よりも向々申込ミいか樣ノ御詮義カ知り不レ申侯得共，實ニ壯年修業最中之
者ニ侯得は，崎陽又ハ京攝等ニ而も勝手ニ游學も出來兼侯事共ニ侯得は，此餘上達侯事
も自ラ調不レ申侯得は（後略）
　しかし，ただちに藩医にむかえられるようなことがあれば，精緻な研究にとりくんだり，
門人をそだてたりすることも，修業のために気ままに漫遊したりすることもできなくなる。
壮年の修学者が長崎や京攝などに遊学することもできなくなれば，研究もすすまなくなるで
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あろう。洞庵は，周弼の登用を上申しながらも，しばらく修業に専念するようすすめる。
　この書簡は長崎滞在中の周弼のもとにとどけられる。周弼は，旧師洞庵の思いを忖度する
かのように長崎にいた。長崎には，緒方洪庵の姿もあった。たんなる偶然ではないはずであ
る。洪庵は，周弼とおなじころ郷里の備中足守にかえる。洪庵は，その後，大坂におもむき，
旧師中天游の思思斎で蘭学を教授していたが，天保７（１８３６）年２月に長崎へ旅立つ。おなじ
ころ，長崎には，佐藤泰然，林洞海，岡海蔵，三宅艮斎などの遊学生がいた。
　周弼は，長崎で開業し，同時に蘭書の翻訳にもたずさわる。開業医としては，「治ヲ乞者，
門前為レ市之中，喚テ神医ト為スニ至ル」といわれる
４）。周弼は，緒方洪庵，宇和島藩の医師
伊東南洋（岡海蔵）とともに，「普刺歇」，すなわちドイツ人内科医プラッゲ（Martin 
Wilhelm Plagge）がオランダ語であらわした『ベルギー薬局による薬局方』（Receptboek vol-
gens de Pharmacopoae Belgica．  Een zakboekje voor genesk． en heelmeesteren） ５）の飜訳に
たずさわる。１８２９（文政１２）年にオランダで刊行され，長崎に舶載されたばかりのものである。
宇田川・坪井の学統では，修業中に蘭書を訳述するのが不文律になっていたようである。宇
田川玄真と坪井信道に師事し，かれらの学統を継承すべき周弼は，病により信道塾を去らな
ければならなくなり，蘭書を飜訳していない。
　長崎滞在中，周弼が，石崎，楢林，坂根，工藤などの通詞諸家をたずね，教えをもとめた６）
のは，蘭書の飜訳のためである。１年ほどの滞在中に『ベルギー薬局による薬局方』の訳稿
ができあがり，『 袖 珍 内外 方叢 』と名づける。
しゅう ちん ないげ ほうそう
　『袖珍内外方叢』は，処方総論，製薬の方法，薬品，処方術について概説する実用的な処
方書である７）。『袖珍内外方叢』は板行されなかったが，管見では，早稲田大学図書館８），金
沢市立玉川図書館近代資料館蒼龍文庫９），滋賀医科大学附属図書館河村文庫１０）に写本が所蔵
される。これらは，いずれも初期の写本であり，序文が欠落している。伊東南洋が校訂した
さいに書きくわえた天保１５年４月の序文１１）によれば，未定稿のまま写本が流布する。実用性
が評判になったのであろう。
　周弼が開業したのは，長崎の滞在費を捻出するためだけではない。むしろ，西洋医薬書を
飜訳し，みずからの病院において臨床的な治験を得るためである。周弼は，『袖珍内外方叢』
にもとづき，薬剤を処方し，「神医」の称号を得る。周弼が長崎をおとずれたのは，長崎には，
清国だけでなく，オランダからさまざまな薬種が舶載されるが，それらの薬種の効能を臨床
医として確認しようという意図があったからであろう。
　「神医」の風評が藩主につたえられ，それが周弼の藩医登庸につながったとはおもわれない。
周弼を藩医に推挙したのは，能美洞庵と坪井信道である。信道は，文政１２（１８２９）年に江戸深
川上木場三好町の借家で開業し，安懐堂をひらいたときから，江戸勤番の萩藩士の診療のた
めに近所の萩藩中屋敷に出入りしていた。天保８（１８３７）年１２月，襲封したばかりの藩主 慶親 
よしちか
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（のち 敬親 ）から慰労金として銀１５枚をおくられる１２）。天保９（１８３８）年８月，村田清風が地江
たかちか
戸両仕組掛に任じられると，萩藩からいわゆる嘱託医を委嘱される。天保１３（１８４２）年４月に
は，能美洞庵の「 育 」として正式に萩藩医に補任される。「育」は，「他人を養子とし，又
はぐくみ
は養子となることで，家督とは関係なく，これによって立身又は縁付などの条件をよくする
ことを目的とする戸籍関係」を意味する１３）。信道は，村田清風と私的に親交をむすぶ。清風
は，天保４（１８３３）年８月，葛飾砂村の萩藩別邸の手元役として江戸に着任し，文政７（１８２４）
年に隠居した第１０代藩主 斉熙 に近侍する。御側医の賀屋恭安や能美友庵も斉熙に随従してい
なりひろ
た。信道は，萩藩医の能美洞庵とも交遊する。天保９（１８３８）年８月，清風は地江戸両仕組掛
に任じられると，江戸勤番の萩藩士の診療のために信道を萩藩医に登用する。藩医には，国
詰と江戸詰の勤番があり，藩内居住が原則であったが，周防国佐波郡の出である斎藤方策が
萩藩医として大坂居住をゆるされたのと同様に，信道は江戸居住がみとめられる。
　洞庵は，寛政６（１７９４）年，萩藩医能美友庵の長男として三田尻上町に生まれる１４）。近所の
越氏塾にかよい，吉武江陽のもとで儒学をまなぶ。医術の学習歴は不明であるが，みずから
西洋医学をまなんだ形跡はみられない。文政１０（１８２７）年に嫡出雇により御添匙医に任じられ
る。文政１２（１８２９）年以降，第１１代藩主 斉元 に近侍し，参覲にも扈従する。翌１３（１８３０）年に御
なりもと
側医にくわえられ，天保２（１８１９）年に家督を相続する。斉元の没後，天保８（１８３７）年には襲
封したばかりの第１３代藩主慶親の御側医を命じられ，以後，つねに慶親の参覲に扈従する。
洞庵は，天保１０（１８３９）年２月，信道とともに信道門下の逸材である青木周弼を萩藩医に推挙
する。詩文にたけた信道が嘉永元（１８４８）年に脱稿した「自然斎記」は，洞庵についてつぎ
のようにしるす１５）。
寮友能美子艾，山陽之良医也。王父由庵先生，学術精倒，救二人之病苦一，常若レ不レ及。
人至レ今称二之考友庵先生一。
余及レ知レ之，亦寛厚之長者也。始唱二西洋医方於我藩一。遠近翕然湊二其門一。
子艾受レ業継レ志，道益精術益行。今防長之間，洋医之盛，夐過二列国一者，実能美氏之力
也。余之固陋，一旦以二覇旅之臣一，得レ親二近君側一，亦由三子艾為二之先容一矣。
　洞庵の実父友庵は，第１０代藩主斉凞の御側医であり，萩藩ではじめて「蘭方医学」をまな
んだといわれる１６）。西洋医学への憧憬があったのであろう。洞庵も西洋医学に関心をいだき，
藩邸に出入りする「三大西洋家」のひとりである信道１７）と親交をむすぶ。 子艾 ，すなわち洞
しがい
庵は，漢方医にすぎないが，萩藩ではじめて「西洋医方」を唱える。１９世紀中葉に萩藩にお
いて西洋医学が隆盛をむかえたのは，周弼を藩医に推挽し，周弼にあますところなく才を発
揮させた洞庵のおかげである。
　洞庵と信道が周弼を萩藩医に登庸するよう推挙したのは，地江戸両仕組掛として天保改革
を主導する村田清風である。清風は，天明３（１７８３）年，日本海岸に面した長門国大津郡三隅
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村沢江の萩藩士村田四郎右衞門の長男に生まれる。日本海海岸にはしばしば中国や朝鮮半島
の難破船が漂着していたが，１９世紀になると，日本近海に欧米の捕鯨船が出没しはじめただ
けでなく，ロシアをはじめ欧米諸国の船舶が来航し，文化露寇事件，フェートン号事件をひ
きおこす。いずれも鎖国体制をゆるがす深刻な問題をなげかける事件である。清風は，藩学
明倫館に架蔵される『海国兵談』１８）をひもとき，「本邦ノ武備ハ外寇ヲ防ク術最 急務トス」
という１節に首肯し，全巻を筆写する。
　明倫館書物方の清風は，文化露寇事件がおこると，「軍法ニ，我を量り彼を知り而後に戰
の勝敗ハ分る事之由」 １９）と考え，江戸在勤の藩士とともに海寇に関する書物を収集する。清
風は，国禁の洋書を秘蔵し， 平 安 古 の自邸で関心をいだくものに閲覧させるが，藩内にはオ
ひ あ こ
ランダ語の原書を解読するものはいない。江戸でも，西洋医書の翻訳が本格化しはじめたば
かりである。蘭書を収集したとしても，それらを解読することができなければ，海防策や軍
事力の強化策を立案することはできない。諸藩は，海防策や軍事力の強化という観点からオ
ランダ語に堪能な蘭学者をめぐり争奪戦をくりひろげていた。
　清風は，天保４（１８３３）年８月，葛飾砂村の萩藩別邸の手元役として江戸に着任し，文政７
（１８２４）年に隠居した第１０代藩主斉熙に近侍する。御側医の賀屋恭安や能美友庵も斉熙に随従
していた。清風は，葛飾別邸手元役を免じられ，天保９（１８３８）年８月，地江戸両仕組掛に任
じられる。「仕組」は「家系整理や藩の経済立直しの方法や行為」を意味する２０）。藩政改革を
主導する要職である。清風は，藩政改革に着手すると，懸案であった蘭学者の登用にふみき
り，まず坪井信道を萩藩医にむかえる。清風が信道に期待したのは，西洋医としての職務だ
けではない。
　清風は，天保１１（１８４０）年４月，財政再建が進捗しないために辞任を申し入れるが，翌５月
にあらたに江戸当役用談役を命じられ，本格的な藩政改革にのりだす。その７月には， ３年
にわたり練りあげた腹案を「流弊改正意見」としてまとめ，上申する。ただちに天保改革が
発令される。改革が本格化する過程で，あいついでアヘン戦争の報がつたえられる。清風は，
海防問題を喫緊の課題として改革の一環にくみこむ。
　周弼は，天保９（１８３８）年に長崎から郷里にもどる。萩藩政府からの下命にしたがい，妻タ
ネ，弟研蔵とともに萩城下にうつり，絹織屋町に居をかまえる。タネは，周弼の故郷大島郡
和田村の手習い師匠埴生善次右衛門の娘である。善右衛門は，下地知行をもたない 
以下の毛利家の下級家臣であり２１），周弼の手習いの師匠でもある。周弼は，萩の居宅に家塾
をひらく。天保１１（１８４０）年８月には，周弼はすでに数名の門生をかかえていた２２）。そのなか
には，江戸からかえり，家塾をひらいたときからの門生もいたであろう。
　天保１０（１８３９）年３月，周弼はつぎのような「覺」 ２３）を手交され，正式に萩藩医に補任され
る。
給
きゅう
通
どおり
無
む
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　　　　　　　　　覺
　　一米二拾五俵
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　村上安房家來
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青木周弼
右醫業宜發向之聞有レ之候段達
上聞侯，依レ之，其身一代被二召出一，寺社組支配被二仰付一，右ニ付，御雇料トシテ年々一
つ書之辻被レ下レ之侯，尤子供之儀は 近之御沙汰ニ而は無レ之侯事
右之趣を以，當年分より勘渡之可レ有二沙汰一侯，以上
　地下医の出である周弼は，「村上安房」の家来，すなわち「育」として藩医に登用される。
萩藩で最初の藩内居住の西洋医の藩医である。萩藩は，斎藤方策と坪井信道という西洋医を
藩医に登庸したことがあるが，いずれも藩外居住をみとめられ，それぞれ大坂と江戸に居住
する。方策は，明和８（１７７１）年，周防国佐波郡の地下医の家に生まれる。はじめ三田尻の能
美友庵のもとで漢方医学をまなぶ２４）。寛政元（１７８９）年に大坂におもむき，関西蘭医学の開
拓者である小石元俊のもとで漢蘭折衷の医学をまなぶ。その後，小石元俊のすすめにより大
槻玄沢の芝蘭堂に入門する。江戸では，宇田川玄真にも師事する２５）。玄真門下では，周弼の
大先輩にあたる。方策は，寛政１２（１８００）年ころ大坂にもどり，開業し，のちに藍塾をひらく。
大坂にもどってから２０年たち，５０歳になった方策は，文政５（１８２２）年８月末から１０月はじめ
にかけて，大坂で猖獗をきわめたコレラの治療にあたる。同年秋には『 把而翕湮 解剖図譜』
パ ル ヘ イ ン
を訳了する２６）。『把而翕湮解剖図譜』は，ベルギー・フランドルの解剖学・外科学教授パル
ファン（Jean Palfin）が１７１９年に刊行した原著の再版を翻訳したものであり，京都の中屋伊
三郎が複製した精巧な銅版の附図４０葉を収録する。方策は，文政６（１８２３）年１２月，村田清風
と能美友庵の推薦により在坂御雇の萩藩の一代藩医に登用される２７）。大坂田辺屋橋の蔵屋敷
につめる藩士の診療にあたったのであろう。周弼は，おそらく三田尻での漢学修業をおえた
のち，「蘭學の修業を志して」上坂し，文政９（１８２６）年ころまでとどまる２８）。周弼が大坂に遊
学したとすれば，友庵は斎藤方策を紹介したであろう。
　藩医には，世襲的な譜代藩医と一代雇藩医があり，譜代藩医は，嫡子の届をだし，家督を
相続すれば，藩医を世襲することができた。非凡な才能がみとめられれば，嫡子雇により補
任されることもある。藩医には，侍医と御番医がある。藩主の侍医は，御側医と呼ばれ，御
匙医，御添匙医，御鍼医，外科医の区別がある。定員は８名ほどである。奥向きの侍医は，
御奥医と呼ばれる２９）。藩医は，通例，「儒者・医師・絵師・茶道・能狂言師など芸能をもって
仕える者」で構成される寺社組３０）に組み入れられる。侍医は「藩主に近侍し，その側近の職
務に服する者」からなる手廻組３１）に編入される。藩医は，本道医，すなわち内科医，針医，
外療医，すなわち外科医，目医，すなわち眼科医，口中医，すなわち歯科医という専門科に
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わかれ，さらにそれぞれ流儀がある３２）。周弼は西洋内科医であるが，道三流兼西洋内科を自
称する。道三流は，漢方医学の師である洞庵の流儀であり，日本医学中興の祖と称される 曲 
ま
 直 瀬 正 盛（ 道三 ）を祖とする漢方医学の一派である。
な せ しよう せい どうさん
　周弼は，萩藩ではじめての藩内居住の西洋医であるが，一代雇の藩医にすぎない。しかも，
萩藩に西洋医学を導入しようと企図する能美洞庵と周弼の西洋医学の師である坪井信道，萩
藩の天保改革を主導し，萩藩に西洋軍事学を導入しようとする村田清風，それぞれの思惑が
合致し，萩藩にむかえられた藩医である。
第２節　医書会読の創始
　天保１１（１８４０）年９月４日付で賀屋恭安と能美洞庵が「醫業成立定掛リ」に任命される。第
１０代藩主斉熙の御側医賀屋恭安も，萩藩に医学校を設置しようと機をうかがっていた。恭安
は，斉熙の御側医に任じられた文政期のはじめころから，仙台藩の養賢堂，米沢藩の好生堂，
徳島藩の医学校，加賀藩の明倫堂，熊本藩の再春館などの諸藩の医学校について調べていた。
「賀屋恭安手 之写」には，米沢藩の好生堂について，つぎのようにしるされる３３）。
医学校ヲ好生堂ト云フ，興譲館ト一境内ニナラヘ建タリ，是ハ近年ニ出来タルナリ，医
師一人学務ヲ督ス，是ヲ總裁ト云フ，其次ヲ訓導ト云フ，三人アリ，其次ヲ助正ト云フ，
四人アリ，何レモ定居ノ者ナシ，諸生モ通ヒナリ，傷寒論金匱ヲ主トシテ，表靈，本草，
鍼科，産科，整骨，眼科ナド皆會業アリ，總裁ハ階級侍医ノ次座ナリ，侯命有テ，國中
医生ミナ出テ學ハシム，總裁ヨリ許スニアラサレハ，封内ニテ漫ニ医療ヲ行フ ヲ得サ
ルナリ
　恭安は，安永９（１７８０）年に萩藩医賀屋玄張貞通の長男に生まれる３４）。洞庵より１４歳年長で
ある。寛政９（１７９７）年に明倫館にはいり， 繁沢 豊 城 に儒学をまなぶ。享和３（１８０３）年に京に
はんざわ ほう じよう
のぼり，古医方の旗頭である吉益東洞のあとをついだ南涯に師事する。のちに「吉門の十哲」
の筆頭にあげられ，南涯の代稽古をつとめる。恭安は「防長を代表する天下の名医」である。
文化１１（１８１４）年に御添匙医に任じられ，文政３（１８２０）年には藩主斉熈の御側医に任用される。
文政７（１８２４）年２月に斉熈が隠居すると，村田清風，能美友庵などとともに随従する。恭安
は，斉熙の没後，夫人の法鏡院の侍医として麻布藩邸にうつりすむ。江戸在勤中には，大槻
玄沢，塙保己一，安積艮斎などの文人墨客と親交をむすんだといわれる。天保９（１８３８）年に
は萩にもどり，藩主慶親の御側医の能美洞庵にはかり，連名で医書の会読をはじめたいと上
申する。
　上申が聴許されたために，賀屋恭庵と能美洞庵は連署し，つぎのようにうかがう３５）。藩政
府からの回答の部分は，付箋にしるされたものであろう。付箋にしるされた回答には，便宜
上，［］を付した。
─　　─41
広島修大論集　第 ５２ 巻　第２号
　　　演説覺
［本書，稽古場之儀は當分南苑相應之場所貸渡被二仰付一侯事］
　　［但醫學館之儀は追而詮議可レ被二仰付一侯事］
一醫業成立之爲ニは，醫學校造立可レ被二仰付一哉，夫迠之処，當分相應之明キ場所ニ
而も御見渡を以，稽古場御定可レ被レ下哉
［本書，申出相成侯ハゝ，沙汰可レ被二仰付一侯事］
一成立之儀は，稽古盛り壮年之者之 ニ侯ヘ共，連々申合御役懸り又は年老之者も折々
致二出席一侯樣被二仰付一侯ハゝ，壮年引立ニも可二相成一哉
［本書，申出之通被一仰付二侯事］
一會日致二出勤一侯面々，面着相調差出侯樣被二仰付一侯ハゝ，勤惰も相分り，一統之勵
ニも可二相成一哉
［本書，稽古場懸り役人之儀は御茶屋番兼帯被二仰付一，其外申出之通被二仰付一侯事］
一多人数之事ニ侯へは，稽古場懸り之役人衆，被二差出一，火用心其外御取〆リ被二仰
付一，小使之者ニ而も被二差出一可レ被レ下哉
右私共両人，此度，醫業成立定懸り被二仰付一侯付，御詮議之上，追々御刎帋被二仰付一可レ
被レ下侯，此外，追々御問出申上侯趣も可レ有レ之侯事
　ふたりは，第１に，「醫業成立」，すなわち医業を専門的な職業として確立するためには，
医学校を新築しなければならないが，それまでは，当分のあいだ，適当な場所をさがし，稽
古場をさだめるようもとめる。それにたいして，藩政府は南苑の御茶屋内の空室を稽古場と
して貸与すると回答する。萩藩内の交通の要衝には，御茶屋がもうけられ，藩主の参勤交代
や藩内巡視，一族の旅行，九州諸大名や幕府役人の宿泊に供せられる。南苑の御茶屋は，の
ちに八丁御殿と呼ばれる３６）。もともと藩主の側室やその子どもが利用していたものである。
第２に，「醫業成立」のためには稽古盛りの壮年のものが出席することになるが，老輩にも
ときどき出席するよう命じられれば，壮年のものをひきたてることになる。第３に，会読日
に出勤するものに接見するよう命じられれば，勤惰の様子がわかり，参会者のはげみになる。
ふたつの稟請は許可される。第４に，会読には多数のものが参加するために，稽古掛の役人
を任命し，火の用心などにあたらせ，小使も差し遣わせてほしい。藩政府の回答は，稽古掛
の役人は御茶屋番との兼務とし，小使も差し遣わす，というものである。さいごに，ふたり
の医業成立定掛は，今後，上申する機会がふえるとして，「 刎帋 」，すなわち稟請文書に付箋
はねがみ
をつけ，回答するよう要請する。その結果，［］の回答が付箋にしるされ，「子九月十一日」
付で，能美洞庵に下付される。
　恭安と洞庵は，会読の開始にむけ，教員の人選と会読用書の選定をすすめる。９月１７日以
降，熊野玄宿，李家尚謙，大中益甫，馬屋原大庵，赤川玄成，烏田良岱が「醫學掛り」，青
─　　─42
森川：萩藩南苑医学校飜訳掛青木周弼
木周弼が「翻譯掛り」，河村養信が「本草掛り」，和田昌景が「眼療掛り」に任命される３７）。
　ふたりの医業成立定掛は，教員と会読用書のリストを添付し，つぎのようにうかがう３８）。
　　　覺
［廉々本書之通，尤醫學掛之者，御用湊又は病氣等之節は會人数申合，會集可レ仕レ侯　
事］
一別紙之通，會讀被二仰付一侯ハゝ，来ル廿二日浬會始可レ被二仰付一哉
一會日，八ツ時揃ニ可レ被二仰付一哉
一醫學掛り之者，御用湊又は病氣等之節ハ當日休會ニ可レ被二仰付一哉
　　　九月
　第１に，教員と会読用書について承認されれば， ９月２２日に会読をはじめる。第２に，会
読の開始時刻はすべて「八ツ時」にそろえる。第３に，会読の主宰者が職務や病気などによ
り参会できないばあいには休会にする。ふたつの伺いはみとめられるが，会読の主宰者が参
会できないばあいには，会読参加者が申し合わせ，参会するよう下命される。「子九月廿一日」
付で，付箋を付した上申書が洞庵に下付される。御側医の洞庵を実質的な主宰者とし，翌２２
日，萩八丁南苑の御茶屋内の空室において医書の会読がはじまる。当初，萩藩医学校は南苑
医学所と呼ばれる。
　会読は，荻生徂徠が儒学の教授・学習方法として導入したといわれる３９）。徂徠は，「師敎よ
りは朋友の切磋にて知見を博め學問は進侯事に侯。（中略）朋友に交り門風に染侯事是第一
の事に侯」 ４０）と考え，学問にこころざす塾生がたがいに自由な議論のなかで競いあい，切磋
するために会読という協同学習を考案する。徂徠が導入した会読は，のちに萩藩学明倫館の
第２代学頭になる徂徠の高弟山県周南にうけつがれる。周南から永富独嘯庵にうけつがれ，
その門人亀井南冥にうけつがれる。その後，南冥の門人広瀬淡窓，さらに蘭学者の坪井信道，
その門生にもうけつがれる４１）。萩藩では，山県周南以来，明倫館に経書の会読の伝統がうけ
つがれ，周弼により原書の会読が導入される。
　会読は，「三の日」，あるいは「五の日」といった定日におこなわれる。「醫學掛り」，「翻
譯掛り」，「本草掛り」，「眼療掛り」は，それぞれ「素問」，「 瘟疫 論」，「十四經」，「傷寒論」，
うんえき
「醫療正始」，「外科必讀」，「翻譯」，「本草皓蒙」，「眼科新書」の会読を担当する。「素問」，
「瘟疫論」，「十四經」，「傷寒論」，「本草皓蒙」は，漢方医書であり，それぞれ本道医・道三
流の漢方医である熊野玄宿，李家尚謙，大中益甫，馬屋原大庵，河村養信が担当する。漢方
医書だけでなく，「醫療正始」，「外科必讀」，「眼科新書」といった西洋医書の訳書も採用され，
それぞれ赤川玄成，烏田良岱，和田昌景が担当する。周弼は「翻譯」，すなわち蘭書の会読
を担当する４２）。
　西洋医書の訳書を担当する藩医は，西洋医学をまなんだ経歴がある。赤川玄成は，文化元
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（１８０４）年，藩医赤川玄櫟の子として萩に生まれる４３）。天保６（１８３５）年閏７月，嫡出雇により
御添匙医に任じられる。専門は本道，流儀は人見法印慶安伝であるが，『医療正始』を講じる。
訳書であるにしても，西洋医学を学習した経験がなければ，会読を主宰することはできない。
修学歴はあきらかではない。天保１３（１８４２）年２月には，「三の日」には「瘟疫論」，「七の日」
には「内科撰要」を担当する。
　烏田良岱は，文化元（１８０４）年５月，山根意休の四男に生まれる４４）。江戸に遊学し，佐藤
泰然，高野長英に師事したといわれる。天保年間に，萩藩医烏田静庵が隠居したのにともな
い養子にむかえられる。医書会読がはじまると，医学掛として「外科必読」を担当する。
　和田昌景は，安永９（１７８０）年に周防国熊毛郡８代村の地下医藤本玄盛の長男に生まれる４５）。
医業をつぐために萩で医術をまなぶ。文化１４（１８１７）年に萩藩医和田文景の養子にむかえられ
る。文政７（１８２４）年，養父の死没により家督相続し，文政９（１８２６）年には本道医ではなく，
外療医，すなわち外科医として藩医に任じられる。昌景は，天保９（１８３８）年１２月には，御鍼
役として藩主慶親の侍医を命じられる。昌景の専門科名は「外療医阿蘭陀流眼科兼帯吉岡流・
身柄一代針治兼田辺流」である。昌景は，医学所では「眼療掛」として毎月２１日に「眼科新
書」の会読を主宰する。昌景は，文政元（１８１８）年から同７年のあいだ，あるいは文政１０
（１８２７）年から同１１年１１月までのあいだに，幕府医官の土生玄碩に師事したといわれる４６）。玄
碩は，シーボルト事件に連座し，文政１１（１８２８）年１１月に改易・禁固に処せられる。昌景は，
文政１０（１８２６）年，同１２年，天保４（１８３３）年，同６（１８３５）年に藩主参覲に扈従し，江戸におも
むく。昌景が「阿蘭陀流眼科」を名のるのは，江戸在勤中に玄碩に師事したからであろう。
昌景は，玄碩門下の先輩である杉田立卿が梓行した『眼科新書』を萩医学校における会読の
テクストとしてつかう。なお，木戸孝允は和田昌景の長男である。
　西洋医学を担当する教授スタッフのなかでも，オランダ語を習得し，蘭書を訳述したこと
があるのは，青木周弼だけである。しかも，医学所の西洋医学のテクストは，周弼が江戸遊
学中に師事した宇田川・坪井の学統につらなる蘭学者が訳述したか，関与したものである。
　『医療正始』の原著は，「毘斯骨夫」，すなわちオーストリア人医学者ビショッフ（Iganz 
Rudolph Bischof）があらわした『臨床医学基礎』である。ビショッフは，１７４７年８月にオー
バー・オーストリアのクレムスミュンスターに生まれる。１８１３年にはプラハの外科医院
（medizinische Klinik für Wundärzte）の教授となり，１８２６年にはウィーンに招聘され，ヨーゼ
フ医科アカデミー（medizinisch-chirurgische Josephs-Akademie）教授に就任する。ビショッ
フは，１８２３年から１８２５年にかけて『臨床医学基礎』（Grundsätze der praktischen Heilkunde 
durch Krankheitsfäle erläutert: zum Gebrauche für Wundärzte），１８２９年には『病院における
治療方法の記述』（Darstelung der Heilungsmethode in der medicinischen Klinik）を刊行す
る４７）。『臨床医学基礎』は，第１巻『外科医のための症例解説』（Krankheitsfäle erläutert: 
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zum Gebrauche für Wundärzte， Prag １８２２），第２巻第１部『外科医のための胸部および下腹
部の炎症説の症例解説』（Die Lehre von den Entzündungen der Brust und des Unterleibes 
durch Krankheitsfäle erläutert: zum Gebrauche für Wundärzte， Prag １８２３），第２巻第２部
『頭部および頸部の器官の炎症説の症例解説─ ─とりわけ幼年期の急性脳水腫および皮 
膚性ジフテリアを念慮して』（Die Lehre von den Entzündungen der Organe des Kopfes 
und des Halses durch Krankheitsfäle erläutert: mit besonderer Rücksicht auf die hitzige 
Gehirnwassersucht des kindlichen Alters und auf die hüatige Bräune， Prag １８２５）の３冊から
なる。
　『臨床医学基礎』は，「越面宝幾」，すなわちオランダ人エルディック（Cornelis van Eldik）
により蘭訳され，蘭訳書（Grondbeginsels der praktische Geneeskunde）が長崎に舶載され
る。京都大学附属図書館富士川文庫所蔵の『醫療正始附醫浣類案』２４巻３冊４８）は，蘭訳書か
ら重訳され， ３巻単位で板行される。巻之一から巻之三までが「一篇」，巻之四から巻之六
までが「二篇」という具合につづき，巻之二十二から巻之二十四までが最後の「八篇」であ
る。各篇の最初の巻の見返しには，「冲齊伊東先生譯本」，「象先堂蔵」，「青藜閣發兌」とと
もに，文字を版木に刻みおえた「 開 雕 」の年，すなわち板行年もしるされる。見返しの反
かい ちよう
対側には， ３巻分の「標目」，すなわち目次が付される。板行年と各篇の巻構成は，つぎの
とおりである。
一篇　天保六年孟冬 巻之一（開雕年・標目）・二・三
二篇　天保七年孟夏 巻之四（開雕年・標目）・五・六
三篇　天保八年孟夏 巻之七（開雕年・標目）・八・九
四篇　天保九年孟夏 巻之十（開雕年・標目）・十一・十二
五篇　安政五年立春 巻之十三（開雕年・標目）・十四・十五
六篇　弘化三年初秋 巻之十六（開雕年・標目）・十七・十八
七篇　弘化四年丁未 巻之十九（開雕年・標目）・二十・二十一
八篇　安政五年立春 巻之二十二（開雕年・標目）・二十三・二十四
　天保６（１８３５）年に最初の一篇３巻が板行されるが，安政５（１８５８）年春に全巻がそろうまで
２０年あまりの歳月がついやされる。天保６（１８３５）年の段階で訳了していたのではなく， ３巻
分の訳稿がそろった段階で板行されたことがうかがわれる。萩藩医学校が開校したときには，
一篇から四篇までの１２巻だけが板行されていた。
　奥付にも「伊東玄朴譯本」としるされるが，実際には阮甫が訳述したものであるといわれ
る４９）。杉田玄白が蘭書を「大部の物といへども力の及へる程ハ費へを厭す購ひ求め」た５０）よ
うに，玄朴も高価な蘭書を購求していた。阮甫は，天保５（１８４３）年に江戸八丁堀に開院する
が，火災にあい，病院だけでなく，高価な蘭書までうしなう５１）。玄朴は，「翻訳が 飯 より好き
めし
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な」阮甫に「いくばくかの 金子 を与え」，象先堂に架蔵される『臨床医学基礎』を訳させ，
きんす
自分の名義で訳書を版行する５２）。阮甫は，文政５（１８２２）年に宇田川玄真の風雲堂に入門し， 
２年先輩の坪井信道などと競い合っていたが，天保１０（１８３９）年に幕府天文方の蛮書和解御用
に出仕したころから，医学の研究からとおざかる。地理書，歴史書，自然科学書などの訳述
のあいまに，それまでに手がけた医書の訳述にたずさわったために，『醫療正始』の板行に
歳月を要する。なお，周弼は阮甫とともに『醫院類案』を訳述するが，板行されてはいない。
　『外科必讀』は， ６冊１３巻１２５篇からなり，「外科的治療を必要とするあらゆる疾患を網羅し，
総論を掲げた後，各疾患を病類によって分ち，更に各症の部位に従って分け，各々の原因，
証候，診断，治療等に就て詳細に述べたるもの」である５３）。原本については，「プレンク又は
ゲッシェル」の著述ではないかと推測されていた５４）。それは，後述のプレンクの原著がオラ
ンダ人外科医ゲッシェル（David van Gesscher）により４冊蘭訳され，長崎に舶載されたも
のが数種類訳述されているからである。しかし，『洋学史事典』によれば，『外科必読』はド
イツ人外科医チットマン（A. Titmann）が１８００年から１８０２年にかけてあらわした『外科講義
録』（Lehrbuch der Chirurgie zu Vorlesungen）をオランダ人外科医ホウト（Tjaling van der 
Hout）が蘭訳したものである５５）。箕作阮甫は，天保元（１８３０）年には『外科講義録』を訳了
する５６）が，『外科必讀』と題し，板行するのは，天保４（１８３３）年，すなわち『醫療正始』１
篇が梓行される前々年である。
　『眼科新書』は，杉田玄白と後妻伊与のあいだにうまれた 立 卿 が文化１２（１８１５）年に梓行 
りゆう けい
した西洋眼科書である。原著は，ウィーンの陸軍軍医学校ヨーゼフ・アカデミー
（Josephinische Medizinisch-Chirurgische Akademie）教官のプレンク（Joseph Jacob Plenck）
が１７７７年にラテン語版 “Doctorina de oculorum”として，１７７８年にドイツ語版 “Lehre von der 
Augenkrankheiten”として刊行した『眼病学』である５７）。プレンクの医学書は，１８世紀後半
に相次いでオランダ語に翻訳され，出版される５８）。プレンクは，ヨーロッパでは，皮膚病の
分類をこころみた皮膚科学者として知られる５９）。『眼病学』は，１７８７年にロッテルダムの眼科
開業医のプロイス（Martinus Pruys）により蘭訳され（Verhandeling over de Oogziekten），
刊行される。立卿は，坪井塾に入門するが，父玄白のすすめにしたがい，眼科学をまなび，
幕府医官の土生玄碩にも師事する。日本に舶載された『眼病学』のオランダ語版が寛政１１
（１７９９）年に宇田川玄真により下訳され，それが未定稿のまま『泰西眼科全書』と題する写本
として流布していた。「榛齊譯レ之。然多事鞅掌。不レ遑二脱稿一」 
６０），すなわち玄真が多忙多端
のために脱稿することができないために，「和蘭譯官馬君。轂里」，すなわち蕃書和解御用の
同僚である馬場佐十郎の助言をうけながら，立卿が増補・改訂し，文化１２（１８１５）年に『和蘭
眼科全書』として梓行する。同年，『眼科新書』に改題する。構成は，眉病，睫毛病，眼瞼病，
涙管病，白膜病，角膜病，眼球病，蒲桃膜病，水様液病，水晶液病，硝子液病，網膜病など
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１２編からなり，全体で１１８の症例をとりあげる。『眼科新書』は，「眞ニ西洋眼科ノ眞相ヲ，
我ガ邦ノ醫界ニ紹介シタル」ものである６１）。１８１２年にウィーン大学に西洋ではじめての眼科
学教室が創設される６２）。それまでは眼科学は耳科，歯科などとともに外科学の一部門とみな
されていた。日本では，中国元代に医方九科のなかに「眼科」が独立したのをうけ，「眼科」
が「鼻・口・齒科」から独立し，南北朝の時代に 馬 島 清眼 という「眼科專門ノ醫家」があら
ま じま せいがん
われる６３）。馬島流眼科は代々うけつがれるが，諸流派も出現する。
　周弼は，天保１３（１８４２）年３月，赤川玄成が江戸勤番のために医学所を辞任したために，玄
成の講座をうけつぎ，旧師である宇田川玄真が校注をほどこした『内科撰要』を講じる。『内
科撰要』の原著は，オランダ人内科医ゴルテル（Johannes de Gorter）が１７４４年に刊行した
『精選医学，大多数の内科疾患に関する短い手引，海戦や野戦に従軍したり，またはその他
の場合にこのような病気を取扱う必要を生じた外科医が利用するために』（Gezuiverde 
Geneeskonst of kort onderwys der meeste inwendige ziekten;ten Nute van chirurgyns, die ter 
zee of velde dienende, of in andere amstedigheden, zig genoodzaakt vinden dusdanige ziekten 
te behandelen）である６４）。宇田川玄随は，蘭学をこころざしてから５年後の天明４（１７８４）年
に桂川甫周のすすめにより『精選医学』の翻訳にとりかかり，寛政４（１７９２）年に訳了する。
その翌年から刊行がはじまり，玄随の没後，文化７（１８１０）年に全１８巻の刊行がおわる。その
間，養嗣子の玄真により校注がほどこされ，宇田川二代の門生である藤井方亭があらたに入
手した増補版の９篇を翻訳したものもくわえられる６５）。『内科撰要』は，「發無定處ノ病ヲ始
トシ，諸器臟系統ノ疾病ヲ説キテ，皮膚ノ病ニ終」り，疾病ごとに「先ヅソノ大較ヲ擧ゲ，
次デ病原・區別・診候ヲ説キ，終ニ治法ヲ論」ずる６６）。それは，「本邦内科書新訳ノ始」であ
る６７）だけでなく，「江戸の本格的な西洋医学書の翻訳」に先鞭をつけたものでもある６８）。
　萩藩医学校における西洋医学の会読用書は，宇田川・坪井の学統によって訳述されたもの
である。能美洞庵は，西洋医学の萩藩への導入を企図するが，みずから本格的に西洋医学を
まなんだ経歴はない。西洋医学の課程編成については，周弼にゆだね，内科，外科，眼科テ
クストを選定させ，担当スタッフを選んだことが窺われる。そのために，西洋医学の学科編
成には宇田川・坪井の学統を継承する周弼の立場が鮮明にあらわれる。
　萩藩医学校では，天保１１（１８４０）年９月２２日に医書の会読がはじまる。この医学校は，もと
もと藩医の子弟のための教育施設であった。翌天保１２（１８４１）年１月，医業成立定掛は連署し，
「御醫師中之門人，陪臣，地下，町醫，其外他國生ニ而も南苑罷出，修業仕度相願侯輩を出
席御免可被仰付哉」と願いでる６９）。「他国人は何某樣御家来，又は何某樣御領分町醫等之訳，
且陪臣之儀は主人之姓名を書記，兼而御用所，御聞届之上，罷出侯樣被二仰付一侯事」という
回答を得る。所属身分を明確にすることを条件として，藩医の門生，陪臣医，地下医，町医，
他国生にも門戸がひらかれる。萩藩領で医業をいとなもうとするものは，従来，自宅で父兄
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のもとで医術を修業するか，他の医師につくか，他国に師家をもとめるか，いずれかであっ
た。今後は，萩藩医学校の教授スタッフがいとなむ家塾で一定レヴェルの予備知識をたくわ
えるまで修業し，師家の推薦により入学をゆるされる。他藩のものも入学をゆるされ，医術
修業のために自宅または寄寓先の師家の家から，医学所にかようことになる。しかし，のち
に地下医や陪臣医への門戸開放をめぐる議論がくりかえされたことからも窺えるとおり，萩
藩医学校は，いつしか藩医の子弟のための医学校にもどる。
　周弼は，開校当初，毎月１１日に「翻訳」を担当し，「蘭書を講説せり」７０）。いわゆる外書講
読である。しかし，周弼の「翻訳」に参加するものはいなかったようである。周弼は，門生
の入学がみとめられると，天保１２（１８４１）年２月，東条英庵，青木研蔵など１５名の門生をリス
トアップし，「右私方入塾之諸生ニ御座侯南苑稽古所爲修業罷出度相頼侯此段御聞届可被下
侯事」と願いで，許可をえる７１）。門生のなかには，「松平讃岐守樣御家來」，「東大寺御家來」，
「大坂町醫」といった肩書きもみられる。周弼の１５名の門生は，周弼の居宅か自宅から医学
所にかよう。周弼の「翻訳」に参加するのは，周弼のもとでオランダ語を習得したか，オラ
ンダ語を学習する門生だけである。当時の萩藩では，周弼は蘭学者の唯一の供給源である。
　萩藩医学校は，蔵書がとぼしく，会読は担当藩医の私蔵書によってはじめられる。そこで，
まず蔵書構築に意をそそがなければならなかった。周弼は，萩藩医学校における「翻訳」を
担当するだけでなく，藩命により「蘭書シヨメール」の翻訳にもたずさわる。「蘭書シヨメー
ル」は，萩の豪商熊谷五右衛門から借りうけたものである７２）。萩藩医学校は，天保１３（１８４２）
年８月，周弼が所有する「ヱヘイ分理書」９冊を１６両２歩で買い上げる７３）。オランダのライ
デン大学教授イペイ（Adolf Ypei）が，イギリス人化学者ヘンリー（Wiliam Henry）が著し
た『化学概略』（An Epitome of Chemistry）をオランダ語訳した『初心愛好家のための化学』
（Chemie voor Beginnnende Liefhebbers）であろうか。宇田川榕庵の『舎密開宗』は，イペイ
の化学書を基礎としたものである７４）。同年１２月，萩町人の津田六郎以下３名がつぎのような
書籍を「醫學稽古場」に献納する７５）。
醫宗金鑑　　四拾八冊帙共
傷寒論集成　拾冊
金匱輯義　　拾冊
字典　　　　四拾一冊
字林玉篇　　一冊
本草綱目　　三拾九冊
救荒本草　　六冊
本草啓蒙　　二拾七冊
和蘭藥鏡　　拾八冊
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名物考　　　四拾五冊
醫療正始　　二拾冊
氣海観瀾　　一冊
瘟疫論　　　二冊
　このうち，『和蘭藥鏡』，『名物考』，『醫療正始』は西洋医薬書の訳書であり，『氣海観瀾』
は日本で最初の西洋物理学書である。『和蘭藥鏡』は，宇田川玄真がオランダの本草書や薬
説２０部あまりから抄訳し，和漢の本草学の諸説をもとに和漢のものに同定した品類の形状，
効能，治験，製剤などをまとめたものである７６）。文政３（１８２０）年に初編３巻を公刊する。の
ちに養子榕菴が改訂増補し，文政１１（１８２８）年から天保６（１８３５）年にかけて『新訂増補和蘭薬
鏡』を出版する。『和蘭薬鏡』は，もはやたんなる翻訳ではなく，臨床に応用するために西
洋のいくつかの医薬書から訳出・援用したものである。寄贈されたのは『新訂増補和蘭薬鏡』
である。『名物考』は，宇田川玄真が訳述したものを養子の榕菴が校補し，文政５（１８２２）年
から文政８（１８２５）年にかけて板行した『遠西医方名物考』である。「金石土鹽及ビ動物ニ屬
スル品物」 ７７），すなわち西洋の「鉱物由来，動物由来の医薬」 ７８）をイロハ順に配列し，薬物の
産地，形状，製薬法，調剤法，薬効，用薬法などを記載したものである。『氣海観瀾』は，
青地林宗が「遠西理科書」を渉猟し７９），訳述編集した物理学書である。文政８（１８２５）年に脱
稿し，文政１０（１８２７）年に版行される。萩城下で原書を調達するのは限界がある。
　医業成立定掛の稟請と会読科目から，医業成立定掛がどのような医学校を構想していたか
窺い知ることができる。第１に，萩藩医学校は医業を専門的な職業として確立することを課
題とする。萩南苑御茶屋の空き室で会読をはじめるが，当初から校地と校舎をもつ医学校に
生まれかわる計画であった。第２に，指導的な立場にある藩医のあいだでは，藩医の再教育
の必要性が認識されていた。周弼が藩医に登用されたころには，藩医は８０家ほどあったが，
「あまり出來ぬ人でありながら家名だけ嗣いでゐた者」が多く８０），しかも「一家学ヲ主張シ，
虚傲偏執ノ弊」８１）が生まれていた。しかし，参会者がすくなかったのであろう。藩政府は，医
業成立定掛の稟請に応じ，壮年の藩医に参会するよう指令するが，強制力をもたない。藩医
の同僚が会主となる会読に会読生として参会することに抵抗がつよかったとおもわれる。や
がて，藩医の門生，陪臣医，地下医，町医，他国生にも開放される。
　第３に，地下医や町医を受け入れるのは，医業成立定掛が，米沢藩医学校のように，藩命
により藩領内のすべての医者に萩藩医学校で研修させ，医業登録させようという構想をいだ
いていたからである。藩領で医業にたずさわるものを萩藩医学校に登録させ，一元的に管理
すれば，庸医の横行をふせぐだけでなく，医業従事者の水準をたもち，さらに質的向上をは
かることもできる。
　第４に，会読は定日，定刻におこなわれる。しかし，会読用書に関していえば，「漢學を
─　　─49
広島修大論集　第 ５２ 巻　第２号
重もにして，チョコチョコ西洋流を入れて」 ８２）といわれるように，漢方医書のなかに西洋医
書がまぜこまれる。西洋医書を担当する教授スタッフのなかでも，オランダ語を習得し，蘭
書を訳述したことがあるのは，青木周弼だけである。しかも，萩藩医学校における西洋医学
の会読用書は，周弼が江戸遊学中に師事した宇田川・坪井の学統につらなる蘭学者が訳述し
たか，関与したものである。萩藩医学校を主宰する洞庵は，萩藩に西洋医学を導入するため
に，周弼を藩医に推挙するが，みずからは道三流本道医にすぎない。西洋医学の課程編成に
ついては，周弼にゆだね，内科，外科，眼科テクストを選定させ，担当スタッフを選んだこ
とが窺われる。しかし，周弼が萩藩医学校の運営にかかわることはない。
第３節　「異賊防禦」対策
　周弼は，藩医として藩士の診療にあたる。同時に，萩藩医学校における「翻訳」を担当す
るだけでなく，藩命により「蘭書シヨメール」の翻訳にもたずさわる。「蘭書シヨメール」は，
萩の豪商熊谷五右衛門から借りうけたものである８３）。「蘭書シヨメール」は，フランスの 
聖職者ショメール（Noël Chomel）が編纂し，１７０９年に刊行した２冊本の『家政辞典』
（Dictionaire économique）をオランダのレーワルデン（Leeuwarden）の印刷出版業者シャル
モ（J. A. de Chalmot）が増補改訂し，蘭訳した『家庭百科辞書』（Huishoudelijk woordenboek）
第２版（１７７８年刊）である。
　文化８（１８１１）年に幕府天文方の一局としてもうけられた蛮書和解御用は，外交文書の翻訳
のかたわら，蘭訳本の『家庭百科辞書』の翻訳をはじめる。開設時には馬場佐十郎と大槻玄
沢が訳員を命じられるが，文化１０（１８１３）年には宇田川玄真がくわわり，以後，著名な蘭学者
が動員される。『家庭百科辞書』の翻訳は，天保１１（１８４０）年までつづけられ，順次，訳稿が
幕府に献上される。訳稿は，『厚生新編』と題し，７０巻におよぶ。しかし，訳稿は公開され
ることはなかった。
　周弼は，どのような項目の翻訳にたずさわったであろうか。弘化元（１８４４）年１２月２９日付
で藩医の竹田庸伯がつぎのような上申書を提出する８４）。
右於レ醫學所，青木周弼引受之會業，先達而浬硝石又は銅之類翻譯仕來 處，元來大部之
書物，其上不容易儀ニ而，所詮埒明不レ申，周弼 も世上病用忙敷，彼是一人ニ而は運兼，
甚以奉二恐入一 ，右ニ付庸伯事，兼々西洋學心掛，源書相學居  ニ付，何卒會業手傳
ト 被二差出一被レ下 ハヽ，申談奉レ遂其節度段周弼浬申出 間，格別之
御心入を以被聞召届宜御詮議奉レ願 事
　庸伯は，文化８（１８１１）年，萩藩医（鍼科）松島正悦の次男に生まれる８５）。天保６（１８３５）年
４月に竹田本家から５０石の分知をうけ，竹田祐伯をなのる。天保７（１８３６）年春，遊学の藩許
をえ，京都に遊学する。翌８年１１月に大坂の高良斎のもとで蘭学を修業し，帰藩後も「源書」
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を繙読していた。嘉永３（１８５０）年ころ，すでに御添匙医格に任じていたが，江戸勤番のさい
に川本幸民に師事する。周弼が医学所において「飜譯」する『家庭百科辞書』は大部の書物
であり，しかも専門外の「硝石」や「銅之類」に関する項目の翻訳は容易ではない。そのう
えに，周弼は藩医として診療にもたずさわり，訳業が遅滞する。周弼の訳業を手助けしたい
というのが上申の主旨である。
　周弼は，萩藩医学校の「飜譯」の時間に『家庭百科辞書』の「硝石」や「銅之類」に関す
る項目を翻訳していた。硝石は黒色火薬の主原料である。銅は大砲の鋳造に利用される。周
弼は，軍事科学，とりわけ火器に関する項目の翻訳にたずさわっていた。蛮書和解御用では，
『家庭百科辞書』の翻訳がすすめられ，文化８（１８１１）年には第１巻，第２巻，第３巻，第４
巻が訳了する。第３巻には，「金石土部」がふくまれていたが，訳稿を閲読することがゆる
されないために，翻訳をつづけなければならない。
　アヘン戦争を契機として，軍事学書の翻訳がさかんになり，蘭学は軍事学としての性格を
おびることになる。広義の軍事学は，「軍事哲学」と「軍事科学」からなり，「軍事科学」は
自然科学と社会科学の側面をもつ８６）。「軍事科学」の自然科学的側面は，軍事工学，軍事医学
などからなる。軍事工学は，軍事に関連する兵器などについての応用的な分野であり，兵器
学，軍事土木学などがふくまれる。まず，兵器学は「兵器の理論・構造・製法などを研究す
る学問」（『広辞苑』第６版）である。つぎに，軍事土木学は，築城や要塞などの軍事施設の
構造や防護などについて研究する学問である。軍事医学は，軍陣医学とも呼ばれ，「軍隊の
保健・衛生，戦傷病の診療，防疫などを研究する」（『広辞苑』第６版）学問である。「軍事
科学」の社会科学的側面は，「軍事力の建設・維持・育成を対象とした部門」，「軍事力の運
用（戦略・戦術）を対象とした部門」，「リーダーシップ（右の二者にかかわる）部門｣である。
　能美洞庵と坪井信道が周弼を萩藩医に登庸するよう推挙したのは，萩藩に西洋医学を移植
するためである。村田清風が周弼を萩藩医に登庸したのは，「異賊防禦」，すなわち海防策を
具体化するためである８７）。萩藩では，文化１４（１８１７）年に村田清風の進言により，火砲を中心
とした神器陣が編成される。神器陣は，天山流砲術を基本とする萩藩独自の陣形であり，「車
臺に大筒を中心として左右に十匁筒三四十を備へ刀鎗の數隊を其後に配置し大筒小筒交々亂
射して敵兵の色稍動くを機とし刀鎗の諸隊は硝煙濛々の間より突然出現して敵兵を撃つもの」
である８８）。天保１１（１８４０）年８月，地江戸両仕組掛の清風は神器陣用掛を兼務することになり，
藩主慶親に講武意見を上書し，「行先，海寇不慮之変も可レ有レ之哉，万事を御差置，先講武
之一条，無レ怠様被二仰付一候」と家臣団による銃陣の大演習を実施するよう提言する
８９）。この
ころ，周弼がとりくんでいたのは兵器学である。この建言にもとづき，翌天保１４（１８４３）年４
月の萩城東方の羽賀台において「海寇防禦之御手当操練」９０）が実施される。この大操練では，
従来の神器陣が廃止され，西洋銃陣が採用される。
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　天保１１（１８４０）年６月，長崎に入港したオランダ船がアヘン戦争の第一報をつたえる。それ
は，１８３９年１１月（天保１０年９月），イギリス軍艦２隻と清国兵船２９隻が広州の珠江河口の 川 鼻 
せん び
で交戦し，清国兵船が壊滅的な被害をうけたというものである。翌１８４０（天保１１）年１２月に
来航した清国船の「 唐船 風説書 」は，イギリス艦隊により定海県が占領され，多数の清国兵
からふね ふうせつがき
が死傷したことをつたえる。１８４２年８月（天保１３年７月），清国はイギリスの軍事力に屈服し，
南京条約をむすぶ。さらに，清は１８４４年７月（天保１５年５月）にアメリカとのあいだに 望 厦 
ぼう か
条約を，同年１０月（天保１５年９月）にフランスとのあいだに 黄埔 条約を締結する。いずれも
こうほ
南京条約に準じた不平等条約である。
　天保１５（１８４４）年９月には，１８４４年２月１５日付の将軍にあてたオランダ国王ウィレム
（Wilem）二世からの国書９１）がとどけられる。国書は，日本をとりまく世界の情勢について
報告したうえで，鎖国政策について再検討するようもとめるものである。世界情勢について
は，第１に「支那國帝王」が「 欧羅巴 洲の兵学于長ぜるに辟易し終に英吉利国と和親を約せ
エウロツバ
る」こと，第２に「今を距る事三十年前欧羅巴の大乱治平せし」こと，第３に「古賢の教を
奉ずる帝王ハ□民の為に多く商賣の道を開きて民養殖」したことをつたえる。ヨーロッパで
は，フランス革命で頭角をあらわしたナポレオン（Napoléon Bonaparte）の侵略戦争がおわ
り，平和がおとずれる。イギリスをはじめとする資本主義国家の蒸気船が貿易のために世界
の海洋をかけめぐる。ついで，国書は「日本海に異国舩の漂ひ浮ぶ事，前よりも多くなり行
て，是の為に貴舩兵と貴国の民と忽ち開き，終には兵乱を起すに至らん」と警告する。天保
１３（１８４２）年７月２３日，すなわち南京条約がむすばれた１８４２年８月２８日，幕府は異国船無二念
打払令をあらため，薪水給与令を発布する。薪水給与令は，「難風に逢ひ」，また「食物薪水
に乏しく」，日本沿岸に漂着する異国船にたいする対応策については明示するが，使節が来
航したばあいの対応策はみられない。使節がのりこんだ異国船を排斥するようなことがあれ
ば，「必争論を開かん。凡争論は兵乱を起し兵乱ハ荒廢を招く」。「兵乱の前に荒廢せさらし
めんと欲セバ，異国人を厳禁する法を弛め玉ふへし」。国書は，「平和ハ懇に好ミを通するに
在り愛好を通するハ交易に在り」として，オランダ以外の諸国とも国交をむすぶよう勧告す
る。
　「唐船風説書」，「オランダ風説書」がつたえるアヘン戦争に関する情報は，幕府が独占し，
諸大名につたえられることはなかった。しかし，長崎聞役からアヘン戦争に関する情報がつ
たえられたのであろう。天保１４（１８４３）年，清風は「去年廣東之戰爭西洋人之賊心ニ而ハ海國
之御手當之事ハ片時も難レ被二差置一事ニ相見侯」として，「海寇防禦之御手当操練」を実施す
るよう建言する９２）。日本では，清国は世界屈指の強大国とみなされていたが，「西洋人之賊
心」，すなわち帝国主義的な侵略により領土を蚕食され，半植民地化の道をたどる。しかも，
資本主義の最先進国であり，世界第一の貿易国であるイギリスがひきおこした隣国への侵略
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戦争である。イギリスは，当時，「海上ノ戰鬪ニ於テ，西洋諸州之ニ抗衡スル者甚タ寡シ」９３）
といわれる世界最大の海軍国家でもある。
　萩藩は，もはや藩医の周弼だけに「異賊防禦」の対応策をゆだねることはゆるされない。
萩藩は，「異賊防禦」のために持駒を総動員しなければならない。坪井信道は，いわゆる嘱
託医として萩藩士の診療にあたっていたが，天保１３（１８４２）年４月２８日付で正式に萩藩医に任
用される。その間の経緯について，信道はつぎのように述べている９４）。
去月廿八日長州家へ被二召抱一，百五十石被二宛行一侯。尤先年以来二三之諸侯より沙汰も
有レ之候へ共，何も当直或ハ国供等有レ之趣ニ付，皆々相断申侯処，今般長州家ニ於而ハ，
病用之外，平生ハ定タル当番ニも不レ及，国許へ被二召連一侯事も無レ之，其他総而世間治
療之妨ニ相成侯無益之事ハ，一切被二差免一侯旨ニ御座侯間，一ハ子孫之為メ，一ハ自己
安心之為承諾仕侯
　諸藩は，オランダ語に精通する蘭学者を召し抱えるために鎬をけずっていた。信道も，い
くつかの藩から藩医として仕官するよう打診される。しかし，それらは国元での勤務をもと
めるものであり，信道は居宅にひらいた病院とふたつの家塾を放棄しなければならない。萩
藩が提示したのは，江戸定府として藩邸外居住をみとめるという条件である。江戸深川の病
院兼医学校を拠点とした活動が制約をうけることはない。農民の出である信道は，藩主の御
側医をつとめる能美洞庵の「育」となり，正式に萩藩医になる。信道は，天保１５（１８４４）年，
萩藩の内用掛に任じられ，「右蘭学心得侯ニ付，異賊防禦之御手當ニ可二相成一廉，被二仰付一
侯事」と命じられる９５）。弘化２（１８４５）年６月，信道は海上砲術書の訳書を江戸の藩政府に提
出する。訳書進呈の経緯は，江戸方から国元の藩政府にあてた１０月２５日付のつぎの通牒から
窺い知れる９６）。
坪井信道浬此度獻上に相成侯「ゼーアルチルレリー」と申書は，舩軍之事相記し，猶焔
硝及大砲等之製造も有レ之，實ニ當時海防之御裨益相成者ニ奉レ存侯，昨年公儀浬天司臺
ニ於て，通詞其外出役之藩醫五六輩ニ被二仰付一，一昨年飜譯荒増相調，校正之上，公儀
へ差出侯，別ニ御老中樣へ一本宛相納侯，然處一昨年御老中樣へ差出侯分ハ「ロールハ
ルデン」及ひ「アーンハル」両条不足仕侯，此両条ハ書中ニて別而難讀侯付，跡と廻し
侯と申事ニ御座侯，漸々昨年ニ両条出来いたし，則全本ニ相成，差出侯，併此全本ハ公
儀へ一部納り侯のみニて，御老中樣へハ右之欠本差出侯計ニ御座侯，此度信道眞田公御
在職之節，相納よし承り，眞田公家来ニ知己之人有レ之，色々配慮を以，屋敷ニ而寫さ
せ侯處，是も右両条之飜譯無レ之ニ付，「ゼーアルチルレリー」之原書を□方ニ而急ニ寫
サセ，杉田成卿と申仁へ再譯相頼，全本ニ致し，献上仕侯，申上侯通
公儀全本一部御老中樣へ欠本一部宛有レ之，世上ニ未タ少しも傳不レ仕，此一条ハ信道不
容易心配仕侯
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　信道が「舩軍之事相記し，猶焔硝及大砲等之製造も有レ之，實ニ當時海防之御裨益相成者
ニ奉レ存侯」として献上したのは，オランダ海軍軍人カルテン（J. N. Calten）が１８３２年に刊
行した「ゼーアルチルレリー」（Leiddraad bij het onderrigt de zee-artilerie）の訳稿である。
アヘン戦争の勃発の報に接した幕府の命により，杉田立卿，箕作阮甫，宇田川榕庵などの幕
府天文台訳員が原著の飜訳にあたる。幕府と老中に『海上砲術全書』と題する訳稿が献上さ
れるが，のちに難解な部分の訳稿がくわえられ，完訳１部が幕府におさめられる。信道がそ
れを聞き知り，飜訳にたずさわった門生の杉田立卿に再訳を依頼し，完訳１部を入手する。
早稲田大学図書館洋学文庫には，『海上砲術全書』が所蔵される。第２篇巻２の裏表紙に「天
保癸卯六月廿一日杉田信校了／同二日／先生江上ル」と朱書される９７）。杉田立卿が天保１４
（１８４３）年６月に校了し，旧師である信道に進上したことがあきらかである。「同二日」とは，
翌７月２日のことであろうか。信道は，幕末期の「最大の砲術書」９８）である『海上砲術全書』
を萩藩に献上する。しかし，幕府が完訳１部，老中が欠本１部を秘蔵するだけで，訳稿の存
在すら知られていない。信道は，内密に訳稿を入手し，しかも萩藩にそれを呈上したことが
露呈しないように配慮するよう念をおす。
　弘化２（１８４５）年には，周弼の実弟である研蔵も内用掛に任命され，「右蘭学心得侯ニ付，
異賊防禦ニ付，御為ニ可二相成一廉見聞侯ハゝ，坪井信道申合，内々申出侯樣被二仰付一侯事」
と命じられる９９）。研蔵は，文化１２（１８１５）年に生まれ，周弼より１２歳年下である。天保２
（１８３１）年４月に咸宜園に入門し，漢学をまなぶ。天保８（１８３７）年には周弼にしたがい，長崎
に遊学する。その後も故郷の周弼のもとでオランダ語を習得し，西洋医学をまなぶ。天保１４
（１８４３）年に江戸におもむき，伊東玄朴の象先堂に寄寓する。
　江戸遊学中の研蔵については，「西学は当時若手之内海内ニ指折之由ニ御座侯」といわれ
る１００）。研蔵の在塾中の弘化２（１８４５）年ころ，佐賀藩侍医の伊東玄朴は，佐賀藩から「防禦の
儀に付御爲に相成候廉見聞候はヾ申出候樣」命じられ，「御爲筋」を復命していた１０１）。当時，
佐賀藩や鹿児島藩は有能な蘭学者を発掘し，家臣団にくわえようと躍起になっていた。萩藩
も同様である。研蔵は，坪井塾にも出入りし，兄周弼の旧師である信道に接する機会もすく
なくなかった。信道は，研蔵のオランダ語解読の能力をみきわめ，萩藩に研蔵を推挙したと
おもわれる。弘化２（１８４５）年４月，信道と研蔵はあらためて「博く外國の書を讀み防備等の
事に關して獻替する」よう命じられる１０２）。研蔵は，同年１０月，藩命により萩にもどり，翌弘
化３（１８４６）年１月には「外國及諸藩の情勢調査」のために長崎におもむく１０３）。
　萩藩で唯一の蘭学者の供給源である周弼は，当時の慣行として盟友の緒方洪庵の適塾に門
生をあずけ，洪庵の門生をうけいれていた。しかし，弘化期から嘉永期にかけて，東条英庵
（弘化２年入門），田原玄周（弘化３年入門），田上宇平太（弘化４年９月入門），烏田敬蔵（嘉
永６年５月入門）といった萩藩遊学生が入門したのは，佐賀藩医の伊東玄朴がいとなむ象先
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堂である。
　佐賀藩は，福岡藩と交代で長崎警備の任にあたっていたが，文政５（１８０８）年８月１５日，イ
ギリス軍艦フェートン号が長崎港に侵入し，人質をとり，食糧や薪水を要求する。長崎警護
の当番であった佐賀藩では，藩士が処分され，藩主鍋島 斉直 も逼塞の処分をうける。天保元
なりなお
（１８３０）年に斉直のあとをついだ直正（閑叟）は，汚名を挽回するために，藩政改革を断行し，
その一環として軍事力の強化，すなわち西洋軍事学の導入にとりくむ。直正は，天保２（１８３１）
年に江戸で蘭学者として名高い佐賀藩領の地下医の出である玄朴を「閑叟の洋学顧問」１０４）
として藩医にとりたてる。天保５（１８３４）年に医学館を創設し，嘉永４（１８５１）年には医学館内
に蘭学寮を併設する。江戸在住の玄朴は，「 常に 蘭書 に依 て識見を 擴めん事 に努 」め，「 單 に
つね らんしよ よつ しきけん ひろ こと つと たん
 醫 藥 治療 の 爲 のみに 非 ず， 藩公 の 内命 に 依 て 毎 に 蘭書 を 帯 出 し 塾 生 知友 と 力 を 協 せ 飜譯 
い やく ちれう ため あら はんこう ないめい よつ つね らんしよ たい しゆつ じゆく せい ちいう ちから あわ ほんやく
 校合 し 公 に 上 る 事 屡 々 」 １０５）であった。研蔵の在塾中の弘化２（１８４５）年ころには藩命により
けうごふ こう たてまつ こと しば しば
「御爲筋」を復命していた。象先堂の扁額をかかげた天保４（１８３３）年から玄朴が没した明治
３（１８７０）年までの入門生をしるした「門人姓名録」によれば，総計４０６名，出身地は全国６１
カ国におよぶ１０６）。そのなかには，おおくの佐賀藩士もふくまれ，帰藩後，藩の軍事産業に従
事する。そのひとりである杉谷雍介は，象先堂在塾中に玄朴や門生の協力により，オランダ
人ヒュギューニン（Ulrich Huguenin）があらわした西洋鉄銃鋳造書『ロイク国立鉄製大砲鋳
造所における鋳造法』（Het Gietwezen ins Rijks Ijzer-Geschutgieterij te Luik）の翻訳に着手す
る１０７）。帰藩後，嘉永３（１８５０）年に訳了し，『 熕鉄 全書』と題し，版行する。同年６月，鉄製鋳
こうてつ
砲局が設置され，雍介は大銃製造方として鋳鉄砲の生産にたずさわる１０８）。
　萩藩遊学生が象先堂をえらんだ理由はふたつに集約される。研蔵のばあいには，つぎのよ
うな理由であろう１０９）。
 舶載 の 蘭書 は 悉 く 是 を 購 ひ 其 價 の 貴 きを 問 はず， 醫 學 書 理 學 書 兵書 を 始 めとし 文 　
はくさい らんしよ ことごと これ あがな その あたひ たつと と い がく しよ り がく しよ へいしよ はじ ぶん
 學 歴 史 
がく れき し
地理 
ち り
法律 の 書 に 及 び 珍藏 する 處 其 數 を 知 らず， 蘭學 を 學 ぶ 者 單 に 玄朴 の 藏 書 を　
ほうりつ しよ およ ちんざう ところ その すう し らんがく まな もの たん げんぼく ざう しよ
 見 んとして 其 門 に 入 る 者 あるに 到 る， 加 之   幕府 奥 醫 師となるや， 幕府 の 藏書 も 亦 渉獵 
み その もん い もの いた しかのみならず ばくふ おく いし ばくふ ざうしよ また せふれふ
して 餘 さず。
あま
　研蔵は，兄周弼のもとで修業し，天保１３（１８４２）年には長崎にあそぶ。萩にかえったとして
も目新しい原書もない。翌天保１４（１８４３）年に江戸におもむいたのは，蘭学の中心である江戸
で未知の蘭書を閲読し，蘭学者と交遊するためである。象先堂に寄寓しながら，坪井塾にも
出入りし，門生などとも交遊する。堀内忠寛，黒川 良安 とともに坪井塾に架蔵されていたフ
まさやす
ランス人外科医リシュラン（Anthelme Balthasar Baron Richerand）の『新生理学入門』の蘭
訳書（Nieuwe grondbeginselen der naturkunde van den mensch）を訳述し，弘化元（１８４４）
年に『医理学源』と題し，版行する。忠寛は信道の盟友であり，周弼とも親交がある。良安
は，文化１４（１８１７）年，越中国大榎木村の地下医黒川玄龍の子に生まれる。文政１１（１８２８）年か
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ら長崎に滞在し，通詞の吉雄権之助にオランダ語を，シーボルト（Philipp Franz von Siebold）
に医学をまなぶ１１０）。天保８（１８３７）年ころ，長崎に遊学していた周弼と緒方洪庵から江戸の坪
井塾で研鑽するようすすめられ，天保１２（１８４１）年に坪井塾に入門する。周弼の長崎遊学に随
従していた研蔵とは旧知の間柄である。研蔵は，忠寛，良安とともに「第二の三傑」と呼ば
れる１１１）。
　田上宇平太は，文化１４（１８１７）年，藩士高杉又兵衞の子に生まれ，藩士田上平兵衞の養子に
むかえられる。高杉晋作の叔父にあたる。周弼が萩で家塾をひらいたころには，２０歳をこえ
ていたが，周弼塾に入門した形跡はない。しかし，２０代の一時期，聞役として長崎に滞在し
ていた。宇平太は，弘化４（１８４７）年９月，伊東玄朴の門生になり，嘉永４（１８５１）年５月まで
とどまる１１２）。宇平太は，軍事書の翻訳にたずさわり，入門２年後の嘉永２（１８４９）年には「ベ
ウセランド，アルチルレリー」，おそらくベースヘル（W. F. Beuscher）があらわした『下級
士官用砲術学入門』（Handleiding, vooronderoficieren, tot de kennis der theoretische en prac-
tische wetenschappen der artilerie） １１３）を訳了する１１４）。宇平太は，象先堂に入門するまえに，
オランダ語を習得していた。佐賀藩は，嘉永３（１８５０）年，長崎沖合に洋式砲台の建設に着工
するが，そのさい『下級士官用砲術学入門』が参看される１１５）。
　東条英庵は，文化１０（１８１３）年，右田毛利の侍医東条永玄の長男に生まれ，周弼が萩に家塾
をひらいた天保１１（１８４０）年に入門した最初期の門生である１１６）。天保１５（１８４４）年に緒方洪庵の
適塾に入門するが，江戸におもむき，翌弘化２（１８４５）年のはじめに伊東玄朴の象先堂に入門
する。田原玄周は，文化１２（１８１５）年，藩医田原秀安の長男に生まれる。京都に遊学したのち，
江戸におもむき，天保１２（１８４１）年５月に箕作阮甫の門生になる。阮甫が蕃書和解掛の仕事が
いそがしくなったためか，弘化３（１８４６）年ころには伊東玄朴塾にうつる１１７）。東条英庵，田原
玄周は，もともと兵学志望であり，いずれも，のちに萩藩の軍事学の分野に足跡をのこす。
萩藩遊学生が象先堂をえらんだもうひとつの理由は，西洋の軍事学をまなぶためである。
　研蔵は，後嗣のいない周弼の養子になっていたが，弘化４（１８４７）年２月，嫡子雇により毛
利家家臣団にくわえられ，東条英庵，松村太仲とともに西洋書翻訳御用掛に補任される１１８）。西
洋書翻訳御用掛は，この年，異賊防禦御手当掛の所轄になっていた。西洋医書の訳著がある
研蔵は「万国風土記之内英咭唎国都府龍動之部」，太仲は「歩兵学校」の翻訳にたずさわ
る１１９）。『万国風土記』については，箕作省吾の『坤輿図識』，その養父阮甫の『八紘通誌』の
ような世界地理書ではないかとおもわれる。詳細はあきらかではないが，のちに周弼が『英
国志』を翻刻したことを考えあわせれば，萩藩ではイギリスが仮想敵国とみなされていた。
太仲については，「萩藩の一門吉敷毛利家の医玄機の子」であり，嘉永４（１８５１）年秋に没し
たこと１２０），『扶歇蘭度労編』という訳述書がある１２１）ことしか知られていないが，太仲も周弼
の門生ではないかといわれる１２２）。
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　嘉永２（１８４９）年１月，周弼は手廻組にくわえられ，医学館会頭役に任じられ，はじめて萩
藩医学校の運営にかかわることになる。翌嘉永３（１８５０）年６月２０日，周弼は譜代藩医にとり
たてられる。その９日後，青木研蔵と田原玄周が西洋原書頭取役に任じられる。同日，萩藩
医学校は濟生堂から好生館に改称し，改築のため明倫館内にうつされる。周弼は，教諭役能
美洞庵のもとで，赤川玄悦とともに会頭役に任じられる。
　萩藩でも，周弼のもとから蘭学者が巣立っただけでなく，江戸の当代一流の蘭学者のもと
で本格的に蘭学をまなんだ蘭学者がそだちはじめる。しかも，周弼よりも１０歳以上も若い世
代の蘭学者である。そうした蘭学者が萩藩に結集しはじめる。周弼は，オランダ語を習得し，
蘭書を繙読することができたために，「異賊防禦」の職務にたずさわることになるが，坪井
信道塾で修業をつんだ臨床医にすぎない。萩藩に縁故がある蘭学者のなかから，「異賊防禦」
の職務，すなわち西洋軍事学に専門的にたずさわるものがあらわれはじめると，周弼にはあ
たらしい局面がひらかれる。
おわりに
　本稿は，西洋医として萩藩ではじめての藩内居住の藩医に登用された青木周弼が，萩藩に
おいて，どのような蘭学の移植基盤をととのえたかあきらかにすることを課題とした。
　周弼は，緒方洪庵，川本幸民とならび，「信道門下の三哲」 １２３）と尊称される。周弼が藩医
に登用されたのは，萩藩に西洋医学を導入しようと企図する能美洞庵，西洋医学の師として
周弼の後来を気づかう坪井信道，萩藩の天保改革を主導し，萩藩に西洋軍事学を導入しよう
とする村田清風，それぞれの思惑が合致したためである。萩藩では，周弼の藩医登用を契機
として，医学校創設の気運がたかまり，天保１１（１８４０）年９月に漢方医書と西洋医訳書の会読
がはじまる。周弼は，会読用の西洋医訳書の選択をゆだねられ，みずから翻訳掛として原書
の会読や訳書の会読にたずさわる。しかし，萩藩医学校の運営にかかわることはなかった。
それは，天保改革が本格化する過程で，あいついでアヘン戦争の報がつたえられ，海防問題
が喫緊の課題として改革の一環にくみこまれたからである。周弼が原書会読の時間に飜訳に
たずさわったのは，西洋医書ではなく，「蘭書シヨメール」，すなわち『家庭百科辞書』の「硝
石」や「銅之類」に関する項目である。硝石は黒色火薬の主原料である。銅は大砲の鋳造に
利用される。周弼は，軍事学，とりわけ兵器に関する項目の翻訳にたずさわる。
　萩藩領では，シーボルトに師事し，オランダ語論文を作成した杉山 宗 立 ，井本 文 恭 が私
そう りゆう ぶん きよう
的に原書の会読をおこなった可能性がある。しかし，萩藩医学校という公的な機関で原書会
読をおこなったのは，周弼がはじめてである。周弼の原書会読は，オランダ語を習得しよう
とする，周弼の家塾生しか参加することができない特殊なものである。しかも，会読用書は
西洋医書ではなく，西洋軍事学に属する兵器学に関するものである。萩藩は，幕府が日米和
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親条約批准書を交換した安政２（１８５５）年の９月に萩藩医学校内に「台場築造，砲術，諸器械，
其外洋製便利之事柄」を研究する西洋学所を開設する１２４）。医学校と西洋学所は，空間という
点だけでなく，教育課程という点でも渾然としていたために，安政４（１８５７）年５月には「兵
學を而己第一とし，醫學を相拒ミ」といった風潮が顕著になる１２５）。攘夷論を主唱する萩藩に
おいて，医生のなかに軍事学を志望し，医学研究を忌避するものがあらわれたのは，むしろ
自然のなりゆきである。蘭学が医学から軍事学へと変容する萌芽は，周弼が萩藩における蘭
学の移植基盤をととのえる段階において胚胎していた。
【註】
　１）　日野宗春談，伊内左助速記，「日野宗春翁雜談」，山口県文書館所蔵。
　２）　同上。
　３）　岡原義二，『青木周弼』，青木周弼先生顕彰会，昭和１６年（大空社，１９９４年復刻），１１１～１１３頁。訓
点筆者。
　４）　日野宗春撰写，「青木周弼略傳」，山口県文書館。訓点筆者。
　５）　石田純郎，『緒方洪庵の蘭学』，思文閣出版，１９９２年，３６～３７頁。
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Zusammenfassung
Ein Lehrer für Übersetzung der Medizinschule des 
Hagi-Klans Sh u¯ suke Aoki
MORIKAWA Jun
  Im Jahre 1839 wurde Sh u¯ suke Aoki, ein Sohn eines Dorfsarztes, als einen Daimyatsarzt in 
Hagi angestelt.  Anfangs mußte er sich mit der Übersetzung der holändischen Bücher ürer 
die westlichen Militärwissenschaften in seinem Unterricht der medizinischen Schule beschäfti-
gen, um die Invasion der Abendländer zurückzudrängen.  Sh u¯ suke führte als der erster westli-
che Mediziner die Holand-Wissenschaft in den Hagi-Klan ein.  In dieser Studie möchte ich 
aufklären, welche Grundlage der Holand-Wissenschaft bildete er im Hagi-Klan?
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